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環境問題に関する長崎市民の意識調査







































[ ]町, [男,女 ], [ 才 ]
2.申し訳ありませんが,家族構成を教えて下さい｡
大人 [ 名], 小 ･中学生 [ 名 ]














[ ]生ゴミ [ ]ペットボ トル


























◎使い捨てカイロ [ ] ◎電池 [ ] ◎蛍光灯 [
◎ペットボ トル [ ] ◎古着 [ ] ◎ トレー [
◎ダンボ-ル [ ] ◎ラップ [ ] ◎廃食用油 [
◎(スーパーの)下 げ袋 [ ] ◎ジュースのビン[ ] ◎蛍光灯 [
◎要らなくなった 鉄鍋 [ ]
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以上のアンケー ト調 査から,3,4,5及び9,10について分析を試みた ｡
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図 1 どのような環境問題に関心が
ありますか
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図2 家庭から出るゴミで多いものは
どんなものですか
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図5 長崎市の一年間のゴミ処理費用は
どのくらいと思いますか
4.むすぴにかえて
私たちの町長崎を,より住みやすい希望のもてる町に作 り変えていくために,長崎市 ･
行政当局が果たさなければならないことは多い｡ゴミ ･廃棄物処理開溝について言えば,
市の基本政策を示し,行政が行う部分,市民が行う部分,メーカーや流通業界が行う部分,
廃棄物処理業者が行う部分をキチンと市民に提示する必要があろう｡
今回のアンケートによる調査結果を見ると,長崎市民の環境問題に対する意識は,低い
ものではないと考えて良いのではなかろうか｡要は子どもを含め市民の意識をどのように
行動に結び付けていくかであり,リサイクル文化研究塾の活動も,このような活動のすそ
野を少しでも広げていくことに貢献できれば幸いである｡
*市民と市職月が協働する人材育成の場と街づ くりの拠点 として長崎市役所が設立｡
1986年異業種交流を目指す ｢ハイテク塾長崎伝習所｣として設立された歴史をもち,
90年 ｢長崎伝習所基金｣が設置され現在に至っている｡住民の自由な発想を育て人材
ネットワークを形成する ｢塾事業｣や ｢都市問題研究事業｣,｢イベント事業｣を行っ
ている｡(｢イミダス｣1994年版より抜粋)
**｢平成10年度清掃事業概要｣(長崎市環境部編)によると,長崎市のゴミ ･廃棄物処
理量は年間約13.9万 トンであり,一日一人当り約1.6kgとなる｡このゴミ ･廃棄物の
うち,家庭から出るゴミの量は約11.4万 トンで,平成元年以来ほぼ横ばい状態である｡
しかし事業系一般廃棄物の増加が顕著で,ゴミの量を増加させる一因となっている.
